
元空手道日本代表・大内美里沙さん（左）

つぶした大豆に米麹と塩を混ぜる児童たち

8周年記念プログラム参加者の記念写真

買い物を楽しむ来場者

子どもや釜石SW選手も参加したアンダーバスのステージ

チーム初トライを決めるWTB千葉健選手

１楽しそうに踊る子どもたち
2けん玉に挑戦する参加者

3掛け声で盛り上げるお囃子隊
４先頭で踊るよいさ小町

【釜石鵜住居復興スタジアム】

第34回釜石よいさ
笑顔と踊りの輪　広がる

9月23日

　今年の釜石よいさは約3,500人が参加し、子どもから
大人まで世代を超えて笑顔が広がり、会場は一日を通し
て熱気に包まれました。
　ステージでは迫力ある「桜舞太鼓」や勇壮な「只越虎
舞」、さらに歌やフラッグ演技などが披露され、観客か
ら大きな拍手が送られました。今年初めて取り入れられ
たけん玉ショーでは歓声と驚きの声が上がり、参加団体
による「YOIYASSAけん玉対決」では会場全体が一体
となって盛り上がりました。ステージプログラム以外に
も50店舗のフードコーナーやお祭り広場などが充実し、
多くの人で賑わいました。参加者たちは自由に、そして
楽しそうに踊り、笑顔があふれる光景は、まさによいさ
の魅力そのものでした。
　そして今回をもって、釜石よいさの現体制での開催は
最後となりました。長年にわたり続けられてきた取り組
みは一区切りとなりますが、釜石よいさがもたらす笑顔
や交流の輪は、これからもまちの中に息づいていきます。

9月20日
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【釜石商工高校】

【釜石小学校】

【イオンスポーツクラブ3FIT】

【釜石市民ホールTETTO】
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みんなで挑戦したみそ作り
完成の味わいが今から楽しみ

スポーツクラブで楽しむ居場所づくり・仲間づくり
サロン8周年で笑顔が溢れる時間

「きっとてっと」で広がる交流
出会う、繋がる、大切なもの

奏でる多彩なリズム
地域に元気「うのスタ☆音楽の日」　

「釜石絆の日」ともだちマッチ
トウタイ・ケフ新HCのもと今季初戦

9月2日

9月4日

9月9日

　釜石小3年の児童10人が、藤勇醸造の小山和宏さんを
講師にみそ作りを体験しました。児童たちは、大豆をつ
ぶして米麹と塩を混ぜ、みそ玉を作り空気を抜くように
樽に入れる作業に一生懸命取り組み、みそができるまで
の工程を学びました。川村奏

そ

音
ら

さんは「みそが美味しく
できていたら嬉しい。みそ汁で食べるのが楽しみ」と笑
顔で話し完成を心待ちにしていました。

　東日本大震災の被災地区を含む住民の心身の健康維持、
コミュニティ形成、生きがいづくりや見守り支援などを行う「ご
近所ささえあい復興事業（イオンサロン）」が8周年を迎え、
記念プログラムが行われました。このサロンは、高齢者の閉
じこもりやフレイル予防、新たな仲間づくりなどにつながって
おり、参加者は体力測定で日頃の運動の成果を発揮し、脳
トレゲームなどに楽しく取り組みました。

　2025うのスタ☆音楽の日には、ゆかりのあるアーティ
ストや一般公募で出演権を得た計12組が競演し、ジャン
ルを超えた音色を響かせ、地域を活気づけました。アン
ダーパスの「たらりら」では子どもたちや釜石シーウェ
イブスの選手らと元気いっぱいのステージを繰り広げま
した。観客はリズムに合わせて手拍子をしたり、一緒に
口ずさんだりしながら音楽の楽しさを体感しました。

　日本製鉄釜石シーウェイブス(SW)は静岡ブルーレヴズ
と対戦しました。両チームプレシーズンマッチ初戦で、
釜石SWは今季から指揮を執るトウタイ・ケフヘッドコ
ーチ(HC)のもと、新チームの力を試す場となりましたが、
27－81で敗れました。ケフHCは「スクラムが一番の課題。
ディフェンスも良くなかった。ここからさらに良くして、
チームとして成長していきたい」と思いを強くしました。

世界で培った経験を生徒へ
元日本代表 大内美里沙さんが特別授業
　元空手道日本代表の大内美里沙さんが、釜石商工1年
生の55人に特別授業を行いました。大内さんは、競技人
生で得たことを語り、空手の動きを取り入れた体づくり
の講習を行った他、空手道部の部員にも実技指導しまし
た。佐藤怜

りょう

磨
ま

さんは大内さんの演武を見て「体がぶれな
いところや動作の強弱、息の使い方がうまかった」とト
ップレベルの技に驚き、刺激を受けていました。

　市内外のすてきな人、店、もの、体験などに「であう」
「つながる」きっかけにしてもらおうと「きっとてっと」
が開催されました。会場には、音楽や食、ものづくり、
ショッピングなど多様な楽しみを味わえる催しが用意さ
れ、大人から子どもまで幅広い年代が訪れました。参加
者は地域の魅力を再発見しながら交流を深め「いろんな
形の出合い」を感じる日となりました。

9月13日-14日

9月14日
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